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新 

設

　
令
和
６
年
１
月
開
始
の
保
険
契
約
の
新
規
加
入
申
し
込
み
の

期
限
（
12
月
末
ま
で
）
が
近
づ
い
て
い
ま
す
。
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
岩

手
で
は
、
収
入
保
険
制
度
の
普
及
推
進
活
動
や
、
青
色
申
告
へ

の
切
り
替
え
・
記
帳
サ
ポ
ー
ト
の
相
談
会
の
開
催
な
ど
、
加
入

支
援
活
動
を
実
施
中
で
す
。

令
和
６
年
１
月
か
ら
新
制
度
が
適
用

　
自
然
災
害
や
市
場
価
格
の
低
下
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
要
因
に
よ
る
農
業

収
入
の
減
少
を
補
て
ん
す
る
収
入
保
険
。
農
業
者
の
皆
さ
ま
の
ニ
ー
ズ

に
合
わ
せ
て
制
度
を
見
直
し
ま
し
た
。

１
年
分
の
青
色
申
告
実
績
で
加
入
可
能
に

　
収
入
保
険
に
加
入
す
る
た
め
に
は
、
２
年
以
上
の
青
色
申
告
の
実
績

が
必
要
で
し
た
が
、
令
和
６
年
か
ら
１
年
分
あ
れ
ば
加
入
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

県
内 10
市
町
村
で

保
険
料
補
助
を
実
施

　
収
入
保
険
は
国
の
公
的
保
険
制
度
で
あ
る
た
め
、
保
険

料
・
積
立
金
な
ど
に
国
庫
補
助
が
あ
り
ま
す
。
国
庫
補
助

の
ほ
か
に
、
県
内
の
一
部
市
町
村
で
も
保
険
料
補
助
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

保
険
料
補
助
を
実
施
す
る
市
町
村

　
令
和
５
年
度
に
加
入
申
請
し
た
令
和
６
年
１
月
以
降
開

始
の
保
険
契
約
の
保
険
料
（
積
立
金
・
事
務
費
除
く
）
が

補
助
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

滝
沢
市
・
矢
巾
町
・
花
巻
市
・
金
ケ
崎
町
・

一
関
市
・
平
泉
町
・
遠
野
市
・
大
槌
町
・

陸
前
高
田
市
・
一
戸
町
　
　
　
　  

　
　
※
順
不
同

令
和
６
年
契
約
の

加
入
申
し
込
み
は
お
早
め
に

　
新
規
加
入
申
請
期
限
（
令
和
６
年
１
月
開
始
）

  

令
和
５
年
12
月
末
ま
で

個
人
・
法
人
と
も
に
、
保
険
期
間
開
始
月
の
前
月
末
日

が
期
限
で
す

加
入
で
き
る
方

青
色
申
告
を
し
て
い
る
方

　
令
和
５
年
か
ら
青
色
申
告
を
始
め
た
方
も
対
象
で
す

   ご
準
備
い
た
だ
く
も
の

青
色
申
告
の
実
績
が
あ
る
方

● 

過
去
４
年
間
（
令
和
元
年
～
令
和
４
年
分
）
の
青

色
申
告
決
算
書
な
ど
の
税
申
告
書
類

● 

雑
収
入
の
明
細
が
確
認
で
き
る
も
の

令
和
５
年
か
ら
青
色
申
告
を
始
め
た
方

● 

税
務
署
に
提
出
し
た
青
色
申
告
承
認
申
請
書
の
写

し
● 

令
和
５
年
の
見
込
み
農
業
収
入
金
額
を
確
認
で
き

る
も
の

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
請
で

最
大
４
５
０
０
円
を
割
引

　
「
農
林
水
産
省
共
通
申
請
サ
ー
ビ
ス
（
ｅイ

ー

マ

フ

Ｍ
Ａ
Ｆ
Ｆ
）」

を
利
用
し
て
、
自
宅
の
パ
ソ
コ
ン
な
ど
か
ら
加
入
申
請
な

ど
の
各
種
手
続
き
が
で
き
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
加

入
申
請
す
る
と
、
新
規
加
入
は
４
５
０
０
円
、
継
続
加
入

は
２
２
０
０
円
の
付
加
保
険
料
（
事
務
費
）
の
割
引
が
適

用
さ
れ
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
簡
単
・
便
利
に

　

い
つ
で
も
手
続
き
で
き
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
請
で
、

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
へ
の
連
絡
や
書
類
提
出
の
手
間
が
か
か
り
ま

せ
ん
。

例
え
ば
…

■ 

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
の
写
真
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
機
能
を

使
っ
て
税
申
告
書
類
を
提
出
で
き
ま
す

■ 

事
故
（
農
業
収
入
の
減
少
）
が
発
生
し
た
と
き
に
、
す

ぐ
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
事
故
申
請
が
で
き
ま
す

積
立
金
な
し
の

加
入
タ
イ
プ
を
新
設

　

積
立
金
の
負
担
軽
減
を

求
め
る
ニ
ー
ズ
に
応
え

て
、
保
険
方
式
の
み
で
基

準
収
入
の
９
割
を
補
償
限

度
と
す
る
タ
イ
プ
が
新
設

さ
れ
ま
し
た
。
保
険
料
は

増
え
ま
す
が
、
保
険
料
の

全
額
を
税
務
上
の
必
要
経

費
と
し
て
計
上
で
き
ま

す
。気

象
災
害
特
例
の
新
設

　
気
象
災
害
が
原
因
で
農
業
収
入
が
下
が
っ
た
場
合
、
被
災
し
た
年
の

農
業
収
入
を
そ
の
ま
ま
用
い
て
基
準
収
入
を
算
定
し
て
い
ま
し
た
が
、

制
度
見
直
し
に
よ
り
、
被
災
し
た
年
の
農
業
収
入
を
そ
の
年
の
基
準
収

入
の
８
割
ま
で
上
方
修
正
し
て
基
準
収
入
を
算
定
出
来
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
っ
て
、
気
象
災
害
に
被
災
し
た
方
の
基
準
収
入
の
算
定
に

用
い
る
過
去
の
平
均
収
入
が
、
従
来
よ
り
高
く
設
定
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

※
特
例
の
適
用
に
は
条
件
が
あ
り
ま
す

令和６年から収入保険制度が
変わります

加入申し込みを受付中

収入
保険

 

ポ
イ
ン
ト

【加入者が負担する保険料・積立金】
（基準収入金額1,000万円、新規加入の場合）

加入タイプ 保険料 積立金 合計

保険方式80％
+ 積立方式10％

8.5
万円

22.5
万円

31.0
万円

保険方式のみ
90％

17.7
万円 - 17.7

万円

必要経費

新
制
度
の
詳
細
は
お
近
く
の
N
O
S
A
I
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

農家の皆さまご自身で
インターネット申請が
できるよう、NOSAI が

サポートします

農
業
を
次
の
世
代
に
つ
な
げ
ら
れ
る
よ

う
、行
政
と
一
緒
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
収
入
保
険
へ
の
加
入
を

ご
検
討
く
だ
さ
い

坂
さ か の う え

ノ上 登
のぼる

北部地域センター 収入保険課長

令和5年令和6年令和7年

こ
れ
ま
で

令
和
６
年
か
ら

青
色
申
告

加
入
可
能

加
入
可
能

２年以上の青色申告
実績が必要

１年分の青色申告実績
で加入可能に

令和５年から青色申告を始めた方は
令和６年から加入できます

青
色
申
告

青
色
申
告
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小
お ぼ な い

保内 雅
ま さ ゆ き

行さん（40）

織
お だ

田 義
よ し の ぶ

信さん（71）

多
た だ

田 貴
た か ひ ろ

博さん（40）

阿
あ べ

部 嘉
よ し は る

春さん（62）

一戸町

奥州市

遠野市

一関市

キュウリ24㌃、ネギ20㌃

農事組合法人アグリ笹森組合長
水稲49㌶、加工用トマト90㌃

水稲5.5㌶、小麦3.5㌶、ピーマン34㌃、
ニンジン1.8㌶

水稲約3.7㌶

　令和４年は７月の長雨と日照不足、８月の記録的な大雨で
圃場の排水が間に合わず、生育不良に陥りました。出荷量
が落ち込み、収入が減少したので、保険金の支払対象にな
りました。今年は高温の影響が心配ですね。
　異常気象が頻発し、いつ被害に遭うか分からないので、
安心して経営を続けていくために収入保険の加入は必要だ
と思います。

　自然災害に加え、米価の下落、取引先が倒産した場合に
も対応できるところがいいですね。加入しない手はないと思
います。
　法人の構成員は高齢化が進んでいますが、若者が魅力を
感じるような経営にして、地域農業と法人の存続を目指すた
めに、さまざまなリスクに対応し、経営を守ってくれる収入
保険に加入していきます。

　就農当初から露地ピーマンの規模を３倍に拡大しました。
規模拡大に当たって従業員やパートの雇用が欠かせなかっ
たので、安心して雇用するためにも必要な保険だと思います。
　収入保険制度がないときは、不安で失敗はできないとい
う思いが強く、新たな作物に挑戦できませんでしたが、収入
保険のおかげで規模の拡大や雇用に積極的に取り組めます。

　収入保険は青色申告をしていることが加入条件ですが、
税制の優遇だけではなく、農業経営を見直し、次年度に役
立てることができるのが良い点ですね。
　また、病気やけがで作付けができない場合、１年分の収
入がなくなることになります。どの農家にも起こりうること
なので、皆さんに加入をお勧めしたいですね。

　収入保険は農業経営を支えるだけではなく、新たな農畜産物の生産や６次産
業化への挑戦も、オールリスク補償で備えることができます。収入保険に加入
した方におすすめのポイントをお聞きしました。

加入してみて
いかがですか？

VOICE

安心の経営に必要

地域農業と法人存続のために

規模拡大や雇用を積極的に

青色申告で農業経営を見直し

収
入
保
険
に
ご
加
入
の
方
へ

令
和
６
年
契
約
の

更
新
期
限
は

11
月
末
で
す

　

令
和
６
年
契
約
の
更
新
期
限
が
近

づ
い
て
い
ま
す
。
自
動
継
続
を
附
帯
し

て
い
な
い
方
は
、
契
約
更
新
の
有
無
や

補
償
内
容
な
ど
の
ご
確
認
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
別
途
、
契
約
更
新
の
手
続
き
に
関
し

て
ご
案
内
し
ま
す
の
で
、
契
約
更
新
を

希
望
さ
れ
る
方
は
契
約
内
容
を
ご
確

認
の
上
、
加
入
申
請
書
な
ど
の
必
要
書

類
を
期
限
ま
で
に
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

※
自
動
継
続
特
約
を
附
帯
さ
れ
て
い
る
方

は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
Ｗ
Ｅ
Ｂ
回
答
を

お
願
い
し
ま
す

ご
不
明
な
点
は
お
近
く
の

N
O
S
A
I
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い

岩
手
県
の
令
和
４
年
度

保
険
金
支
払
金
額
は 18
・  5
億
円

　
長
雨
や
日
照
不
足
な
ど
に
よ
っ
て
野
菜
の
生
育
に
影
響
が
出

た
こ
と
や
、
加
入
者
が
増
加
し
た
こ
と
で
、
令
和
４
年
度
の
保

険
金
支
払
件
数
が
増
加
し
ま
し
た
。

令和５年（度）の加入経営体数
保険年
（度）

個　人 法　人 合　計
全国 岩手県 全国 岩手県 全国 岩手県

令和５年 81,309 3,445 6,680 291 87,989 3,736

令和元年（度）～令和４年（度）の保険金支払状況
25

20
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10

5

0

1,800
1,600
1,400
1,200
1,000

800
600
400
200

0

支払件数

※令和 4 年分は令和 5 年 9 月末時点の情報です
（億円）（件）

139件
1.7億円

5.6億円
536件

1,750件
1,827件

支払金額

令和元年
　

令和２年
　

令和４年
　

令和３年

22.7億円

18.5億円気になることは個別相談会で解決
　収入保険の内容や、気になっていることなどをお近くのＮＯＳＡＩへご相談くださ
い。過去４年間（令和元年～令和４年）の青色申告決算書などの税申告書類、雑収入の
明細が確認できるものをお持ちいただくと、保険料や補償金額の試算ができます。
　白色申告から青色申告への切り替えや、青色申告の記帳などのご相談も受け付けます
ので、お気軽にご参加ください。

開催日　令和５年 11 月６日（月）～ 17 日（金）　　時　間　午前９時～午後４時

場　所　各地域センター事務所および支所
※期間中の土日を希望される方は各地域センターへご予約をお願いします

農業版ＢＣＰ研修会を開催します
　自然災害や事故などが発生したときに、被害を最小限にとどめ、事業の継続と早期復旧
ができるように農業版ＢＣＰ（事業継続計画）を策定しましょう。社会保険労務士・行政
書士を講師に招き、農業版ＢＣＰの基礎知識や策定・運用のポイントなどを解説します。
　また、研修会終了後に収入保険の個別相談会を開催します。この機会に農業経営の備
えを改めて考えてみませんか。

開催日　令和５年 11 月 14 日（火）　　時　間　午後１時 30 分～午後３時 30 分

場　所　本所、各地域センター事務所など（WEB開催）

主　催　岩手県農林水産部団体指導課・岩手県農業保険加入推進協議会

対　象　県内農業者（個人・法人）、各関係機関など

申し込み　11月8日（水）までに、①市町村名、②氏名（フリガナ）、所属団体などがあれ
ばその名称、③連絡先電話番号、④参加希望会場 を明記の上、岩手県農林水
産部団体指導課 FAX：019-629-5704 へお申し込みください

 ※ FAX をお持ちでない方は、お近くの NOSAI へご連絡をお願いします
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合 同会社菅原農園の菅原秀明代表（41）は、一関市大東町
で露地ホウレンソウ３㌶を栽培。最新設備の導入や栽

培の工夫で生産の効率化を図り、地元スーパーとの契約栽培
のほか、規格外のホウレンソウを使ったパウダー作りに取り
組んでいます。

い ばち ん

 

栽
培
の
工
夫
で 

 

効
率
的
に
生
産 

菅
す が わ ら

原 秀
ひ で あ き

明 代表

一関市大東町
合同会社 菅原農園

灌
水
チ
ュ
ー
ブ
で

ム
ラ
な
く
散
水

　
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
の
播
種
後
は
、
水
に
除

草
剤
を
混
ぜ
て
灌
水
チ
ュ
ー
ブ
で
散
水
し

ま
す
。「
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
よ
り
ム
ラ
な

く
均
一
に
散
水
が
で
き
る
上
、
チ
ュ
ー
ブ

の
移
動
が
簡
単
な
の
で
、
省
力
化
に
つ
な

が
り
ま
す
」
と
菅
原
さ
ん
。
３
月
に
畑
づ

く
り
と
播
種
を
し
て
、
５
月
に
最
初
の
収

穫
、
夏
場
は
１
カ
月
で
播
種
か
ら
収
穫
ま

で
を
終
え
、
12
月
ま
で
年
間
４
作
の
回
転

栽
培
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

化
学
肥
料
は
使
わ
ず
、
牛
ふ
ん
や
豚
ぷ

ん
の
ほ
か
、
鶏
ふ
ん
や
石
灰
な
ど
が
含
ま

れ
て
い
る
堆
肥
を
購
入
し
て
使
い
ま
す
。

「
い
ろ
い
ろ
と
混
ざ
り
合
っ
て
い
る
堆
肥
が

い
い
で
す
ね
。
鶏
ふ
ん
や
石
灰
は
カ
ル
シ
ウ

ム
成
分
が
期
待
で
き
ま
す
」
と
話
し
ま
す
。

　

ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
は
調
整
機
で
根
を
切

り
、
計
量
器
で
２
０
０
㌘
ご
と
に
仕
分
け

し
た
後
、
１
時
間
で
１
２
０
０
束
を
詰
め

ら
れ
る
包
装
機
で
袋
詰
め
し
て
最
寄
り
の

契
約
先
の
ス
ー
パ
ー
に
搬
入
。
機
械
の
導

入
で
出
荷
作
業
が
大
幅
に
短
縮
さ
れ
た
と

い
い
、
最
盛
期
に
は
１
度
に
１
６
５
０
袋

を
出
荷
し
ま
す
。

灌水チューブは１度に１㌃ほどの面積へ散水できます 計画的に出荷するため、時期をずらして播種します

「機械を導入することで、雇用するパートさんの人数を抑え、
大幅なコストカットを実現しています」と菅原さん

収穫時期は人材派遣会社を通じて４〜７人のアルバイ
トを雇用します（写真提供＝菅原秀明さん）

最
新
設
備
を
導
入
し

契
約
栽
培

　
地
元
の
建
設
業
者
で
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
と

し
て
勤
務
し
て
い
た
菅
原
さ
ん
は
、
令
和

３
年
に
実
家
が
葉
タ
バ
コ
栽
培
を
や
め
た

こ
と
を
き
っ
か
け
に
就
農
し
ま
し
た
。
ホ

ウ
レ
ン
ソ
ウ
農
家
で
栽
培
技
術
を
学
ん
だ

経
験
が
あ
り
「
空
い
た
農
地
で
ホ
ウ
レ
ン

ソ
ウ
の
栽
培
が
で
き
な
い
か
と
考
え
ま
し

た
」
と
菅
原
さ
ん
。

　
葉
タ
バ
コ
栽
培
で
使
っ
て
い
た
農
機
具

の
う
ち
、
使
え
る
も
の
は
そ
の
ま
ま
利
用

し
て
い
ま
す
。
人
件
費
な
ど
を
抑
え
る
た

め
、
計
量
器
な
ど
は
機
能
に
優
れ
た
最
新

の
も
の
を
導
入
し
ま
し
た
。
ま
た
、
地
産

地
消
を
推
進
す
る
地
元
ス
ー
パ
ー
と
の
契

約
栽
培
を
始
め
、
令
和
４
年
に
「
合
同
会

社
菅
原
農
園
」
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

規
格
外
品
は

パ
ウ
ダ
ー
に
加
工

　
出
荷
の
タ
イ
ミ
ン
グ
が
合
わ
ず
、
規
格

外
に
な
っ
た
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
を
使
っ
た
パ

ウ
ダ
ー
作
り
を
始
め
ま
し
た
。
現
在
、
プ

ロ
テ
イ
ン
バ
ー
の
原
料
と
し
て
年
間
３
・

６
㌧
を
出
荷
す
る
契
約
を
進
め
て
い
ま

す
。
菅
原
さ
ん
は
「
パ
ウ
ダ
ー
に
加
工
す

る
と
重
さ
が
10
分
の
１
に
な
り
、
長
期
保

存
が
で
き
る
の
で
食
品
ロ
ス
の
削
減
に
つ

な
が
り
ま
す
」
と
笑
顔
を
見
せ
ま
し
た
。
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山
田
町
中
央
町
の
「
株
式
会

社
び
は
ん
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

（
間ま

せ瀬
慶け
い
ぞ
う蔵

代
表
取
締
役
社
長
）」

は
、
同
町
の
「
豆
す
っ
と
ぎ
」
を

使
っ
た
ロ
ー
ル
ケ
ー
キ
「
す
っ
と

ぎ
ろ
ー
る
」
を
「
道
の
駅
や
ま
だ 

お
い
す
た
（
関
口
健た
け
し

駅
長
）」
な

ど
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

　

豆
す
っ
と
ぎ
は
、
青
大
豆
と
米

粉
を
混
ぜ
て
作
る
、
う
ぐ
い
す
色

が
特
徴
の
郷
土
菓
子
で
す
。

　
「
豆
す
っ
と
ぎ
を
使
っ
た
商
品

開
発
の
際
に
、
生
ク
リ
ー
ム
と
の

相
性
が
良
か
っ
た
の
で
、
盛
岡
市

内
の
菓
子
メ
ー
カ
ー
と
共
同
開
発

し
ま
し
た
」と
間
瀬
社
長
。
ク
リ
ー

ム
と
ス
ポ
ン
ジ
に
豆
す
っ
と
ぎ
が

練
り
込
ま
れ
て
い
て
、
つ
ぶ
つ
ぶ

と
し
た
青
大
豆
の
食
感
が
楽
し
め

ま
す
。

　

間
瀬
社
長
は
「
ま
ろ
や
か
な
甘

さ
が
好
評
で
す
。
ぜ
ひ
一
度
、
食

べ
て
み
て
く
だ
さ
い
」
と
笑
顔
を

見
せ
ま
し
た
。

　

花
巻
市
大
畑
の
「
株
式
会
社
ク

リ
エ
イ
ト
新
興
（
西
村
辰
彦
代
表

取
締
役
社
長
）」
で
は
、「
花
巻

は
ち
み
つ
」
の
販
売
を
手
掛
け
て

い
ま
す
。
社
員
の
高
橋
誠
さ
ん

（
49
）
の
父
が
同
市
東
和
町
で
営

む
「
た
か
は
し
養
蜂
場
」
で
生
産

す
る
同
商
品
。
販
路
拡
大
の
た
め
、

平
成
28
年
に
同
社
で
販
売
を
始
め

ま
し
た
。

　
「
と
ち
」「
り
ん
ご
」「
ア
カ
シ
ア
」

の
３
種
類
の
蜂
蜜
を
販
売
す
る
ほ

か
、
複
数
の
花
の
蜜
が
混
ざ
っ
た

百
花
蜜
を
「
ミ
ス
テ
リ
ー
ブ
レ
ン

ド
」
と
名
付
け
て
販
売
し
て
い
ま

す
。「
採
蜜
の
時
期
や
花
の
種
類

な
ど
で
風
味
が
変
わ
り
ま
す
」
と

高
橋
さ
ん
。

　

同
商
品
は
市
内
の
土
産
物
店
と

当
社
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ョ
ッ
プ
『
花

巻
屋
』
で
購
入
で
き
ま
す
。「
セ
ッ

ト
販
売
も
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
食
べ
比
べ
て
み
て
く
だ
さ
い
」

と
Ｐ
Ｒ
し
て
い
ま
す
。

●株式会社クリエイト新興
　℡0198-26-0357
●主な販売先
　宮澤商店（花巻空港内売店）
　花巻市東宮野目第2地割53番地
　℡0198-26-2229
●営業時間
　8：00〜18：45

「同町内のスーパーでも販売
中です。豆すっとぎを知らな
い方にも広まるとうれしいで
すね」と間瀬社長

店舗は「サンフレックス」に
入って右側です

「花巻はちみつの成分を配
合したハンドクリームなどの
オリジナル商品も販売して
います」と高橋さん

「季節の食材を使った限定フ
レーバーも販売しています
よ」と中村代表

◀︎「ｓｏｌｋａ」のホー
ムページはこちら
から

◀︎オンラインショッ
プ「花巻屋」はこち
らから

◀︎フェイスブック
はこちらから

郷
土
菓
子
を
使
っ
た
ロ
ー
ル
ケ
ー
キ

違
い
を
味
わ
う
花
巻
市
産
蜂
蜜

「すっとぎろーる」１箱６切入り、１，４０４円（税込み）

「花巻はちみつ 110㌘４種　食べ比べセット」3,000 円
（税・送料込み）（写真提供＝高橋誠さん）

花巻市

　

奥
州
市
前
沢
の
カ
フ
ェ

「
ｓソ

ル

カ

ｏ
ｌ
ｋ
ａ
（
山
口
由
香
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
）」
で
は
、
前
沢
目も

く
ろ
ぎ

呂
木
地

区
産
の
リ
ン
ゴ
を
使
っ
た
マ
フ
ィ
ン

や
ジ
ュ
ー
ス
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

同
店
は
セ
レ
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル「
サ

ン
フ
レ
ッ
ク
ス
」
の
ロ
ビ
ー
の
一

部
を
改
装
し
、
令
和
４
年
５
月
に

オ
ー
プ
ン
。
山
口
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

は
「
地
域
の
方
に
利
用
さ
れ
て
い

る
施
設
内
に
オ
ー
プ
ン
し
た
の
で
、

恩
返
し
の
意
味
も
含
め
て
、
地
元

で
生
産
さ
れ
た
食
材
を
使
っ
た
料

理
や
ス
イ
ー
ツ
を
提
供
し
た
い
と

思
い
ま
し
た
」
と
話
し
ま
す
。

　

旬
を
意
識
し
た
食
材
を
使
う
と

い
い「
秋
冬
は
前
沢
産
の
カ
ボ
チ
ャ

や
サ
ツ
マ
イ
モ
を
使
っ
た
マ
フ
ィ

ン
な
ど
の
提
供
を
予
定
し
て
い
ま

す
よ
」
と
山
口
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
。

「
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
も
対
応
し
て
い
る

の
で
、
お
土
産
な
ど
に
お
す
す
め

で
す
。
ご
来
店
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
」
と
話
し
ま
す
。

地
域
に
愛
さ
れ
る
カ
フ
ェへ

マフィン（りんご）250 円、りんごジュース 300 円（どちら
も税込み）

「ジェラート」シングル 400 円（税込み）
※写真は「なかいちのはちみつ」

奥州市九戸村

　

九
戸
村
山
屋
の
「
道
の
駅
お
り

つ
め
オ
ド
デ
館
」
内
に
、
昨
年
10

月「
ジ
ェ
ラ
テ
リ
ア
な
か
い
ち（
中

村
富
美
子
代
表
）」
が
オ
ー
プ
ン

し
ま
し
た
。
地
元
食
材
を
中
心
に

使
っ
た
ジ
ェ
ラ
ー
ト
を
常
時
12
種

類
販
売
し
て
い
ま
す
。

　

定
番
商
品
の
「
な
か
い
ち
の
は

ち
み
つ
」
は
、
中
村
代
表
が
経
営

す
る
「
な
か
い
ち
養
蜂
園
」
の
蜂

蜜
を
混
ぜ
込
ん
だ
、
な
め
ら
か
な

食
感
が
特
徴
で
す
。
ク
リ
蜜
や
い

ろ
い
ろ
な
花
の
蜜
を
集
め
た
百
花

蜜
な
ど
、
異
な
る
風
味
が
楽
し
め

ま
す
。

　

今
後
は
同
村
産
の
ク
ル
ミ
や
二

戸
市
産
の
リ
ン
ゴ
の
ジ
ェ
ラ
ー
ト

の
販
売
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
中

村
代
表
は
「
地
元
の
農
家
さ
ん
が

生
産
し
た
食
材
を
生
か
し
、
味
や

食
感
を
再
現
す
る
こ
と
を
意
識
し

て
い
ま
す
。
お
近
く
に
お
越
し
の

際
は
ぜ
ひ
ご
賞
味
く
だ
さ
い
」
と

話
し
ま
す
。

●ジェラテリアなかいち
　九戸村大字山屋2-28-1
　道の駅おりつめオドデ館内
●営業時間
　10：00〜17：00

定休日／隔週火曜日（詳
細はフェイスブックをご確
認ください）

●solka
　奥州市前沢字本杉41-1
　サンフレックス内
●営業時間
　10：00〜17：00
　定休日／金曜日

地
元
食
材
を
ジ
ェ
ラ
ー
ト
に

山田町

至九戸村内

江刺家
郵便局

八
戸
自
動
車
道

至
久
慈
市

●

●

★
ジェラテリア
なかいち

340
22

岩手県
農業共済組合
北部地域
センター

九戸IC

釜石自動車道

花巻空港IC

●

●

★4

294

花巻空港
売店
宮澤商店ホテル

ルートイン
花巻

コメリパワー
花巻店

至北上市

至盛岡市

至
遠
野
市

至
花
巻
市

イオン前沢店

ファミリー
マート
前沢向田店

至平泉町

至奥州市水沢

サンフレックス内
solka

●

● ★

前
沢
駅

東
北
本
線

4

●主な販売先
　道の駅やまだ おいすた
　山田町山田5-66-1
　℡0193-65-6631
●営業時間
　9：00〜18：00

★ 山田I.C.

関口川 山田湾

●
●

45キクコーストア
山田インター店コメリハード

＆グリーン
岩手山田店

至
大
槌
町

至宮
古市

至大
槌町

三陸
沿岸
道路

道の駅やまだ
おいすた
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建物外部から誤って車両を衝突させ、中柱が曲がってシャッ
ターが閉まらなくなりました

フロントローダーを装着したトラクターで農作業をしていた
ところ、誤って自宅に接触し、屋根が破損しました

損害額の30万円が共済金の限度になります

加入割合が80％未満の場合、再取得価額に0.8を掛けて算出します

自然災害による事故
は、建物共済の総合
共済にご加入の場合
に対象となります

「
落
下
等
」
の
事
故
と
は

　

建
物
の
外
部
か
ら
の
物
体
の
落
下
、
飛
来
、
衝
突
、
接

触
ま
た
は
倒
壊
に
よ
る
事
故
を
指
し
、
建
物
共
済
（
火
災

共
済
・
総
合
共
済
）
の
共
済
金
支
払
対
象
に
な
り
ま
す
。

  

衝
突
で
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
破
損

  
接
触
で
屋
根
を
破
損

  

車
を
運
転
し
て
い
る
と
き

 

●　
加
入
者
が
車
庫
に
車
を
ぶ
つ
け
、
外
壁
を
破
損

●　
ア
ク
セ
ル
と
ブ
レ
ー
キ
を
踏
み
間
違
え
、
自
宅
の
外
壁

に
衝
突
し
、
破
損

  

農
作
業
中

●　
庭
で
草
刈
り
作
業
中
、
飛
び
石
で
住
宅
の
ガ
ラ
ス
が
割

れ
る

  

路
面
凍
結
時

●　
車
の
ブ
レ
ー
キ
を
踏
ん
だ
際
に
、
路
面
が
凍
結
し
て
い

た
た
め
ス
リ
ッ
プ
し
、
雨
ど
い
に
衝
突
、
破
損

  

動
物
の
衝
突

●　
鳥
が
住
宅
の
窓
に
ぶ
つ
か
り
、
ガ
ラ
ス
が
破
損

※
車
両
な
ど
に
よ
る
事
故
は
、
法
令
違
反
が
な
い
こ
と
が
前
提
で
す

建物
共済

「
落
下
等
」の
事
故
っ
て
？

事
故
例

ほ
か
に
も
…

こ
ん
な
と
き
は

ご
連
絡
く
だ
さ
い

　
建
物
共
済
で
対
象
と
な
る
事
故
「
落
下
等
」
の
共
済
金
支
払

棟
数
・
金
額
が
と
も
に
増
加
し
て
い
ま
す
。「
つ
い
」、「
う
っ
か

り
」起
き
る
事
故
に
は
、建
物
共
済
へ
の
加
入
で
備
え
ま
し
ょ
う
。

　
落
下
等
の
事
故
は
増
加
傾
向

　

近
年
、
落
下
等
に
よ
る
共
済
金
支
払
棟
数
・
金
額
が
増

加
し
て
い
ま
す
。
令
和
４
年
度
は
自
損
事
故
が
特
に
多
く
、

発
生
棟
数
・
金
額
が
増
加
し
ま
し
た
。

事
故
が
発
生
し
た
と
き

　

事
故
発
生
の
連
絡
が
遅
れ
た
と
き
や
、
職
員
が
事
故
状

況
を
確
認
す
る
前
に
修
理
ま
た
は
破
損
部
材
を
廃
棄
し
た

場
合
な
ど
、
事
故
状
況
を
確
認
で
き
な
い
と
き
は
共
済
金

が
支
払
わ
れ
ま
せ
ん
。
速
や
か
に
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

変
更
が
あ
っ
た
と
き

　

面
積
な
ど
、
加
入
物
件
に
変
更
が
あ
っ
た
と
き
は
連
絡

を
お
願
い
し
ま
す
。

水
道
管
が
凍
結
し
た
と
き

　

冬
は
水
道
管
の
凍
結
に
よ
る
破
損
が
発
生
す
る
時
期
で

す
。
建
物
共
済
（
火
災
共
済
・
総
合
共
済
）
の
補
償
対
象

と
な
り
ま
す
の
で
、
水
ぬ
れ
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
連

絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
パ
ッ
キ
ン
グ
の
み
に
生

じ
た
損
害
や
、
凍
結
し
た

水
道
管
の
解
氷
作
業
の

み
に
か
か
っ
た
費
用
は

対
象
外
で
す

平成30年度～令和４年度の落下等支払状況

共済金支払例

火災共済に加入の車庫（木造） （約30坪、再取得価額は500万円）

90

80

70

60

50

40

30

20

10

0

900

800

700

600

500

400

300

200

100

0

支払共済金支払棟数

（棟） （万円）

174万円

480万円

622万円

817万円

平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

18棟

29棟

38棟

54棟

71棟

建物の再取得価額に対して、加入共済金額が近いほど補償が充実しますので満額の加入をおすすめします

損害額30万円 ×  500万円（加入共済金額）
　　　　　　　　500万円（再取得価額）  = 共済金 30万円

損害額30万円 ×  100万円（加入共済金額）
　　　　　　　　500万円（再取得価額）×0.8  = 共済金 7.5万円

①再取得価額の満額（500万円）で加入の場合

②再取得価額の一部額（100万円）で加入の場合

年間の掛金5,400円で

年間の掛金1,080円で

352万円
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乳
牛
は
C
a
不
足
に
な
り
や
す
い

　
Ｃ
ａ
（
カ
ル
シ
ウ
ム
）
は
筋
肉
を
収
縮

さ
せ
る
た
め
に
必
要
な
ミ
ネ
ラ
ル
で
、
不

足
す
る
と
筋
肉
の
機
能
が
う
ま
く
働
か
ず
、

牛
で
は
震
え
や
足
腰
の
ふ
ら
つ
き
が
見
ら

れ
、
悪
化
す
る
と
起
立
不
能
に
な
り
ま
す
。

　
乳
牛
は
、
Ｃ
ａ
が
た
く
さ
ん
含
ま
れ
て

い
る
生
乳
を
生
産
す
る
た
め
Ｃ
ａ
が
特
に

不
足
し
や
す
く
、
さ
ら
に
、
初
乳
は
生
乳

の
約
２
倍
の
Ｃ
ａ
を
含
ん
で
い
る
と
言
わ

れ
て
い
て
、
分ぶ
ん
べ
ん娩
後
は
低
Ｃ
ａ
状
態
が
多

く
見
ら
れ
ま
す
。

  

ビ
タ
ミ
ン
D
3
で

C
a
の
吸
収
を
増
や
す

　
分
娩
時
は
血
中
の
Ｃ
ａ
が
急
激
に
低
下

し
や
す
い
た
め
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ 3
製
剤
の

注
射
が
効
果
的
で
す
。
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ 3
は

Ｃ
ａ
の
吸
収
を
増
や
す
働
き
が
あ
り
、
分

娩
後
の
低
Ｃ
ａ
状
態
を
予
防
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
「
大お
お
が
ゆ
う
や
ま
ぶ
し
か
ぐ
ら

ケ
生
山
伏
神
楽
保
存
会
」
の
理
事
を

務
め
る
重
石
さ
ん
は
、
昭
和
45
年
か
ら
「
大

ケ
生
山
伏
神
楽
」
の
舞
い
手
を
し
て
い
ま
す
。

　
盛
岡
市
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ

れ
て
い
る
大
ケ
生
山
伏
神
楽
は
、
例
祭
や
田
植

え
の
後
な
ど
に
、
五
穀
豊
穣
や
家
内
安
全
な

ど
を
願って
演
舞
し
ま
す
。「
公
演
な
ど
披
露

の
機
会
が
な
い
と
き
も
月
に
一
度
は
集
ま
り
、

踊
り
に
磨
き
を
か
け
て
い
ま
す
」と
重
石
さ
ん
。

　
令
和
４
年
に
は
、
長
年
に
わ
た
る
無
形
民

俗
文
化
財
の
継
承
へ
の
貢
献
が
認
め
ら
れ
、

岩
手
県
民
俗
芸
能
団
体
協
議
会
か
ら
表
彰

を
受
け
ま
し
た
。

　

重
石
さ
ん
は
「
保
存
会
で
は
、
大
ケ
生

地
区
以
外
の
方
を
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
神
楽
を
存
続
さ
せ
る
た
め
に
、
会

員
募
集
や
後
継
者
の
育
成
な
ど
に
力
を
入

れ
て
い
き
た
い
で
す
」
と
意
気
込
み
ま
す
。

重
お も い し

石 清
き よ あ き

明 さん（77）

盛岡市乙
お と べ

部地区

共済部長歴17年

神
楽
に
出
会
っ
て
53
年

県内の共済部長さん
を紹介します

　

遠
野
市
役
所
の
農
林
課
で
、
農
地
の
貸

し
借
り
や
補
助
金
の
申
請
手
続
き
、
認
定

農
業
者
協
議
会
の
事
務
局
な
ど
を
担
当

し
て
い
ま
す
。

　

８
月
に
は
、
遠
野
市
で
開
催
さ
れ
た

ホ
ッ
プ
収
穫
祭
の
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
従
事

し
ま
し
た
。
来
場
者
の
方
に
少
し
で
も
遠

野
の
ホ
ッ
プ
の
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
え
た

ら
う
れ
し
い
で
す
。

　

実
家
で
水
稲
の
栽
培
と
和
牛
の
繁
殖

を
し
て
い
る
の
で
、
農
業
は
身
近
な
存
在

で
す
ね
。
田
植
え
や
稲
刈
り
、
牛
の
ワ
ク

チ
ン
接
種
や
分ぶ
ん
べ
ん娩
の
予
定
な
ど
の
管
理

を
手
伝
っ
て
い
ま
す
。

遠野市

北
き た ゆ ぐ ち

湯口 鮮
あざみ

さん（22）

岩手県北基幹家畜診療所

岩手県南基幹家畜診療所

※当日の往診依頼は、午前８時30分から９
時30分までです。この時間以外の往診
依頼は、急患を除き、原則として当日中
の往診はできませんのでご了承ください

※獣医師個人の自宅や携帯電話に直接往診
依頼などをすることはご遠慮ください

※土日祝日と夜間は、急患の受付に限定さ
せていただきますのでご了承ください

　
注
射
が
早
過
ぎ
る
と
効
果
が
薄
れ
て
し

ま
う
の
で
、
分
娩
の
8
～
2
日
前
に
投
与

し
ま
し
ょ
う
。

M
g
不
足
は
Ca
の
吸
収
を
妨
げ
る

　
神
経
伝
達
や
筋
肉
の
運
動
に
関
わ
る
Ｍ

ｇ
（
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
）
は
、
血
中
で
不
足

す
る
と
Ｃ
ａ
の
吸
収
を
妨
げ
、
Ｃ
ａ
の
不

足
を
招
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
Ｍ
ｇ
が
あ
ま
り
含
ま
れ
て
い
な
い
草
地

へ
の
放
牧
や
、
そ
こ
で
刈
り
取
っ
た
牧
草

を
給
与
し
て
い
る
と
、
低
Ｍ
ｇ
状
態
に
陥

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
Ｍ
ｇ
が
不
足
す
る

と
歯
ぎ
し
り
や
異
常
な
興
奮
な
ど
の
ほ

か
、
悪
化
す
る
と
激
し
い
け
い
れ
ん
発
作

を
引
き
起
こ
し
ま
す
。

飼
料
で
M
g
を
補
給

　
Ｍ
ｇ
不
足
に
は
予
防
注
射
が
な
く
、
飼

料
か
ら
摂
取
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
、
草

地
へ
の
Ｍ
ｇ
の
施
肥
や
、
Ｍ
ｇ
を
含
ん
だ

添
加
剤
を
与
え
ま
し
ょ
う
。
た
だ
し
、
Ｍ

ｇ
の
過
剰
摂
取
は
尿
石
症
の
リ
ス
ク
を
増

加
さ
せ
る
た
め
、
注
意
が
必
要
で
す
。

岩手県北基幹家畜診療所
北部家畜診療所

技師 平
ひ ら た

田 奈
な つ み

津美

ミ
ネ
ラ
ル
、足
り
て
い
ま
す
か
？　

　
飼
料
に
少
量
含
ま
れ
て
い
る
ミ
ネ
ラ
ル
は
、
体
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
働
き
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
に
必
要
不
可
欠
な
も
の
で
す
。
今
回
は
、
ミ
ネ
ラ
ル
の

中
で
も
牛
に
関
わ
り
が
深
い
カ
ル
シ
ウ
ム（
Ｃ
ａ
）と
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム（
Ｍｇ
）

の
お
話
で
す
。

診療の依頼や相談は
お近くのNOSAI家畜診療所へ

TEL：0197-25-6909
令和５年４月１日から、磐井出張所の獣医師
常駐を停止しました。磐井管内のご依頼は
岩手県南基幹家畜診療所へお願いします

中部出張所  
TEL：0198-29-4122
遠野家畜診療所  
TEL：0198-62-5322

【家畜診療】TEL：019-601-8125
【人工授精】TEL：019-601-8201

北岩手家畜診療所  
TEL：019-601-6033
葛巻家畜診療所  
TEL：0195-66-2506
北部家畜診療所  
TEL：0195-41-1105

調
を
感
じ
た
ら
、
自
己
判
断
せ
ず
に
病
院

や
整
骨
院
な
ど
で
診
て
も
ら
う
こ
と
を
お

す
す
め
し
ま
す
。

痛
み
が
軽
く
な
っ
て
も

腕
は
上
が
ら
な
い
ま
ま
に

　

四
十
肩
・
五
十
肩
は
一
般
的
に
、
痛
み

の
あ
る
「
急
性
期
」、
痛
み
と
と
も
に
肩
の

動
き
が
制
限
さ
れ
る
「
拘こ
う

縮し
ゅ
く

期
」、
痛
み

が
軽
く
な
る
「
回
復
期
」
と
い
う
経
過
を

た
ど
り
ま
す
。
安
静
に
し
て
い
れ
ば
回
復

期
を
迎
え
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
肩

を
動
か
さ
な
い
状
態
が
長
期
間
続
く
と
、

関
節
や
筋
肉
が
固
ま
り
関
節
の
可
動
域
が

狭
く
な
る
た
め
、
腕
が
上
が
ら
な
く
な
る

な
ど
日
常
生
活
に
支
障
が
出
ま
す
。
狭
く

な
っ
た
可
動
域
を
正
常
に
戻
す
に
は
非
常

に
時
間
が
か
か
る
の
で
、
早
め
に
柔
道
整

復
師
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

家
事
な
ど
に
よ
る

〝
内
巻
き
肩
〟も
要
因

　
強
い
痛
み
で
肩
が
自
由
に
動
か
せ
な
く

な
る
四
十
肩
・
五
十
肩
。
肩
凝
り
と
誤
解

さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
の
で
す
が
、
正
式
に

は
肩
関
節
周
囲
炎
と
い
い
、
主
に
肩
関
節

や
周
辺
の
筋
肉
な
ど
の
老
化
に
よ
る
炎
症

の
こ
と
を
指
し
ま
す
。

　
ま
た
、
四
十
肩
・
五
十
肩
の
要
因
と
し

て
、〝
内
巻
き
肩
〟
も
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

内
巻
き
肩
と
は
、家
事
や
デ
ス
ク
ワ
ー
ク
、

競
技
な
ど
に
よ
っ
て
肩
の
位
置
が
前
方
内

側
に
ず
れ
た
状
態
の
こ
と
。
こ
の
状
態
を

放
置
し
て
い
る
と
、
首
の
凝
り
や
腰
痛
・

頭
痛
、
自
律
神
経
の
乱
れ
な
ど
に
つ
な
が

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
四
十
肩
・
五
十
肩
の
要
因

は
い
く
つ
か
あ
る
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
要

因
に
応
じ
た
施
術
が
必
要
で
す
。
肩
の
不

痛
み
が
軽
く
な
っ
て

痛
み
が
軽
く
な
っ
て

か
ら
も
怖
い

か
ら
も
怖
い

四
十
肩
・
五
十
肩

四
十
肩
・
五
十
肩

柔道整復師。専門学校卒業
後、盛岡市内の「亀太郎はり
灸整骨院 厨川院」に勤務。同
院の副院長として７年間勤務
後、令和３年４月から「亀太郎
はり灸整骨院 津志田院」の
院長。

進
しん

藤
どう

 健
けん

哉
や

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
プ
ロ
の
方
に
、
ち
ょ
っ
と
意

外
な
「
目
か
ら
ウ
ロ
コ
の
お
話
」
を
教
え
て
い
た

だ
く
こ
の
コ
ー
ナ
ー
。
３
回
目
に
続
き
、
今
回
も

柔
道
整
復
師
の
進
藤
健
哉
さ
ん
の
お
話
で
す
。

4

代々受け継がれてきた
神楽で使用する道具
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農
作
物（
水
稲
・
麦
）共
済
、大
豆
共
済
、果
樹（
り
ん
ご
・

ぶ
ど
う
）
共
済
の
全
相
殺
方
式
に
白
色
申
告
書
類
を
利
用

し
て
加
入
す
る
に
は
、
収
穫
量
を
確
認
で
き
る
こ
と
が
加

入
要
件
で
す
。

収
穫
量
を
確
認
し
ま
す

　
加
入
に
は
、
左
記
の
書
類
が
必
要
で
す
。

● 

白
色
申
告
書
類
の
収
支
内
訳
書
の
写
し

● 

品
種
（
用
途
）
ご
と
収
穫
日
ご
と
の
収
穫
量
を
記
載
し

た
帳
簿
の
写
し

● 

販
売
金
額
等
の
品
目
別
内
訳
書
（
N
O
S
A
I
様
式
）

各共済の帳簿記録方法
農作物共済

水稲、麦の品種（用途）ごと
大豆共済

黒大豆以外、黒大豆、未成熟子実（え
だまめ）の区分ごと

果樹共済
りんご、ぶどうごと
※品種間で価格差の大きい品目で、品種ご

とに過去４年間の収穫量や販売金額など
が確認できる場合は、税務書類に記録し
た単位（品種など）で単価を設定し、基
準収穫量等を算定することが可能です

　
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
岩
手
は
地
域
セ
ン
タ
ー
集
約
に
伴
い
、

業
務
効
率
化
を
図
る
た
め
、
令
和
６
年
４
月
１
日
よ
り

組
合
窓
口
で
の
共
済
掛
金
等
の
収
納
業
務
の
取
り
扱
い

を
終
了
し
ま
す
。

 

口
座
振
替
へ
の
切
り
替
え
に
つ
い
て

　
全
国
の
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
団
体
は
現
金
の
取
り
扱
い
を
廃

止
す
る
よ
う
、国
の
指
針
で
強
く
指
導
さ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
、
組
合
窓
口
で
納
入
し
て
い
る
方
は
、
納
入
方
法

の
変
更
を
お
願
い
し
ま
す
。
各
地
域
セ
ン
タ
ー
で
手
続

き
が
で
き
ま
す
の
で
、
お
近
く
の
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 
口
座
振
替
に
対
応
し
て
い
る
金
融
機
関
一
覧

● 
岩
手
県
内
の
各
農
業
協
同
組
合

● 

岩
手
県
信
用
農
業
協
同
組
合
連
合
会

● 

岩
手
県
内
の
各
信
用
金
庫

● 

銀
行
（
岩
手
銀
行
、
東
北
銀
行
、
北
日
本
銀
行
、
ゆ

う
ち
ょ
銀
行
）

※
口
座
振
替
の
登
録
が
難
し
い
場
合
は
、
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
や
金
融
機
関
窓
口
で
納
入
が
で
き
る
よ

う
準
備
を
進
め
て
い
ま
す

共
済
掛
金
等
の
納
入
方
法
の
詳
細
は
、広
報
紙
№
53
（
令

和
６
年
３
月
発
行
予
定
）
で
お
知
ら
せ
し
ま
す

毎
号
、表
紙
の
お
子
さ
ん
や
ご
家
族
の
笑
顔

に
癒
さ
れ
て
い
ま
す
。 【
遠
野
市　

S
さ
ん
】

今
年
は
暑
く
て
、
種
や
苗
を
い
つ
ま
い
て

い
い
か
悩
み
ま
す
。
こ
の
気
候
で
野
菜
農

家
は
大
変
で
す
ね
。
ど
う
に
か
頑
張
っ
て

ほ
し
い
で
す
。	

【
雫
石
町　

H
さ
ん
】

各
地
の
方
々
が
農
業
を
愛
し
、
日
々
良
い

物
を
作
ろ
う
と
努
力
し
て
い
る
姿
が
分
か

り
ま
す
。	

【
奥
州
市　

W
さ
ん
】

「
い
ち
ば
ん
星
」の
千
田
さ
ん
は
自
分
で
改

造
し
た
ラ
ジ
コ
ン
ヘ
リ
で
薬
剤
散
布
し
て

い
て
、
農
業
人
と
し
て
す
ば
ら
し
い
と
思

い
ま
す
。	

【
一
関
市　

K
さ
ん
】

楽
し
く
読
ん
で
い
ま
す
。N
O
S
A
I
職
員
の

自
己
紹
介
が
楽
し
い
で
す
。こ
れ
か
ら
も
頑

張
っ
て
く
だ
さ
い
。	 【
二
戸
市　

F
さ
ん
】

レ
シ
ピ
を
紹
介
し
て
く
だ
さ
る
朝
日
田
さ

ん
の
レ
ス
ト
ラ
ン
に
以
前
行
っ
た
こ
と
が

あ
り
、
素
材
を
生
か
し
た
料
理
が
と
て
も

お
い
し
か
っ
た
で
す
。
毎
号
レ
シ
ピ
が
楽

し
み
で
す
。	

【
北
上
市　

Y
さ
ん
】

「
い
わ
て
の
旬
ま
る
っ
と
い
た
だ
き
ま

す
！
」を
い
つ
も
楽
し
み
に
し
て
い
て
、
作

り
方
や
盛
り
付
け
な
ど
を
参
考
に
し
て
い

ま
す
。	

【
平
泉
町　

T
さ
ん
】

クイズと一緒に寄せられた感想の一部を紹介します

NOSAIいわてNOSAIいわて

おたより広場
収入保険：令和６年から○年分の青色申告実績があれば加
入できるようになりました。○に当てはまる言葉をお答えく
ださい。　　　　　　　　　　　　（ヒント：２ページ参照）

共
済
掛
金
は
口
座
振
替
で

　

現
金
納
入
に
か
か
る
事
故
を

未
然
に
防
止
す
る
た
め
、
共
済

掛
金
な
ど
の
納
入
は
口
座
振
替

を
お
願
い
し
ま
す
。

名
義
変
更
お
忘
れ
な
く

　

経
営
移
譲
し
た
場
合
や
組
合

員
が
死
亡
し
た
場
合
な
ど
は
届

け
出
が
必
要
で
す
。
届
け
出
の

際
は
、
ご
加
入
の
共
済
証
券
と
、

登
録
す
る
通
帳
お
よ
び
お
届
け

印
を
お
近
く
の
N
O
S
A
I
へ

お
持
ち
く
だ
さ
い
。

速
や
か
に
連
絡
を

⃝
風
水
害
な
ど
の
自
然
災
害

や
火
災
、病
虫
害
、鳥
獣
害
な

ど
が
発
生
し
た
と
き

　
被
害
を
確
認
し
ま
す
の
で
、

お
近
く
の
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
へ
速
や

か
に
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

⃝
ハ
ウ
ス
の
被
覆
期
間
の
変

更
、建
物
の
物
件
、農
機
具
の

機
種
な
ど
加
入
内
容
に
変
更

が
あ
っ
た
と
き

　
連
絡
が
遅
れ
る
と
、
共
済
金
を

お
支
払
い
で
き
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

⃝
家
畜
の
異
動

〈
疾
病
傷
害
共
済
〉

　

子
牛
の
出
生
や
導
入
な
ど
で

共
済
金
額
の
変
更
を
希
望
す
る

場
合
は
、
異
動
日
か
ら
２
週
間

以
内
に
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

〈
死
亡
廃
用
共
済
〉

　

牛
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
制
度

（
以
下
、
ト
レ
サ
）
を
用
い
て
、

責
任
期
間
内
の
飼
養
頭
数
を
確

認
し
ま
す
の
で
、
牛
の
異
動
な

ど
は
速
や
か
に
ト
レ
サ
へ
届
出

を
お
願
い
し
ま
す
。

岩
手
県
装
削
蹄
師
会

か
ら
の
お
知
ら
せ

　
牛
の
健
康
管
理
と
蹄
病
予
防
の
た

め
に
、定
期
的
に
削
蹄
し
ま
し
ょ
う
。

加
入
受
付
中
で
す

　

保
管
中
農
産
物
補
償
共
済
は
、

建
物
に
保
管
中
ま
た
は
乾
燥
・
調

製
な
ど
の
作
業
中
に
農
産
物
が
自

然
災
害
や
火
災
、盗
難（
き
損
、汚

損
を
含
む
）
、
運
送
中
の
事
故
で

被
害
を
受
け
た
と
き
に
補
償
し
ま

す
。詳
し
く
は
お
近
く
の
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ

Ｉ
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

胆
江
地
域
セ
ン
タ
ー
の

改
築
工
事
を
行
っ
て
い
ま
す

　

令
和
６
年
４
月
の
地
域
セ
ン

タ
ー
統
合
に
向
け
て
、
胆
江
地

域
セ
ン
タ
ー
の
事
務
所
改
築
工

からの

盛岡の街並みを見渡せる高台の園地で、今日
は赤く色づいたリンゴの収穫をお手伝い。

　リンゴを持つ花怜ちゃんの手を、おじいちゃん
が優しくサポートします。普段からお手伝いをして
いる絵怜奈さんは、お父さんの泰樹さんと丁寧に
収穫しました。
　収穫したリンゴを青空の下でおいしそうに頬張る
２人は「おじいちゃんが作るリンゴが一番おいしい」
と笑顔を見せました。

9月号の答え  
「被害」でした。たくさんのご応募ありがとうございました。

当選者の発表は、商品の発送をもって代えさせていただきます。

■応募方法
はがきに必要事項をご記入の上、ご応募ください。正解者の中から抽選
し、図書カード（500円分）を10人にプレゼントします。
■応募締切　令和5年11月30日（当日消印有効）
■応 募 先　〒020-0857 盛岡市北飯岡一丁目10番50号
　　　　　  　  NOSAIいわて「クイズ」係
■記　　入
①クイズの答え　②郵便番号　③住所　④氏名　⑤年齢　⑥電話番号
⑦NOSAIや広報紙への意見・感想・質問など、ご自由にお書きください。

（氏名を省略して本紙に掲載させていただく場合があります）
※応募によって得られた個人情報は、商品の発送と広報紙作成の参考意

見とする以外の目的に利用しません

問題Q u e s t i o n？NOSAIクイズ

今
月
の

表
紙

お詫びと訂正
No.50（9月発行）15ページ「今月の表紙」の
地区名に誤りがありました。お詫びして訂正い
たします。
【誤】普代村鍋屋
【正】普代村銅屋

お 知 ら せ

事
を
行
っ
て
い
ま
す
。
駐
車
場
な

ど
は
引
き
続
き
ご
利
用
い
た
だ

け
ま
す
が
、
工
事
車
両
な
ど
の
出

入
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
来
所
の

際
は
ご
注
意
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

お
世
話
に
な
り
ま
し
た

　

令
和
5
年
9
月
末
ま
で
に
3

人
の
職
員
が
退
職
し
ま
し
た
。

⃝
盛
岡
地
域
セ
ン
タ
ー

　
菊
地
啓
太
郎（
家
畜
課
副
主
事
）

⃝
盛
岡
紫
波
支
所

　
工
藤
宏
太（
資
産
共
済
課
主
事
）

⃝
岩
手
県
北
家
畜
診
療
所

　
葛
巻
家
畜
診
療
所

　
万
代
一
翔（
技
術
主
査
）

収
穫
共
済

全
相
殺
方
式
の
加
入
に
向
け
て

収
穫
量
を
記
録
し
ま
し
ょ
う

組
合
窓
口
で
の
収
納
業
務

取
り
扱
い
終
了
の
お
知
ら
せ

石
川 

絵え

れ

な

怜
奈
さ
ん（
9
歳
） 

　
　

 

花か

れ

ん怜
ち
ゃ
ん（
3
歳
）

盛
岡
市
東
中
野　
石
川
正
明
さ
ん
の
お
孫
さ
ん

15 14



〒020-0053 盛岡市上太田細田28番地8
TEL：019-659-3905
〈盛岡紫波支所〉
〒028-3605 矢巾町大字間野々第3地割160番地
TEL：019-697-3109
〈北岩手支所〉
〒028-4125 盛岡市好摩字上山3番地38
TEL：019-682-2661

盛岡地域センター

〒025-0025 花巻市下根子821番地
TEL：0198-23-5201

中部地域センター

〒029-0132 一関市滝沢字矢ノ目沢65番地60
TEL：0191-23-3072

磐井地域センター
〒028-6506 九戸村大字山屋第2地割25番地1
TEL：0195-41-1101

北部地域センター

〒020-0857 盛岡市北飯岡一丁目10番50号
TEL：019-601-7491

本所

〒023-0023 奥州市水沢字八反町52番地1
TEL：0197-25-6631

胆江地域センター
〒027-0203 宮古市津軽石第13地割488番地1
TEL：0193-67-2231

宮古地域センター

〒028-0542 遠野市早瀬町二丁目4番13号
TEL：0198-62-2556

東南部地域センター

［ホームページアドレス］

http://nosai-iwate.net/
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No. 51
2023

11
結

い
の

大
地 ビタミンたっぷり！風邪・乾燥予防に食べたいカラフルデザート

フルーツサラダ〝マチェドニア〟

季節の果物（リンゴ・柿・
ブドウ・イチゴ・梨・オレンジ・
キウイなど）……… 3カップ
レモン汁……… 大さじ1
ミント……………… 適量
マリネ液
100％リンゴジュース
（「ふじ」など色の薄いもの）
……… 1カップ（200cc）
メープルシロップ………
… 2分の1カップ（100cc）

材料（4 人分）

野菜ソムリエプロ

朝
あさ

日
ひ

田
だ

　有
ゆ

可
か

奥州市在住で、「カフェレス
トランLOCABORE」店主。
「食べることは生きること」
をテーマに青果物の魅力を
楽しく発信するほか、出前
授業などの食育活動に取
り組む。農業共済新聞「岩
手版」でレシピ連載中。

❶
果
物
は
き
れ
い
に
洗
い
、
一
口
大
に
切
る（
必

要
に
応
じ
て
皮
を
む
く
）。

❷
鍋
に
マ
リ
ネ
液
の
材
料
を
入
れ
て
弱
火
に
か

け
、混
ぜ
な
が
ら
加
熱
す
る
。沸
騰
直
前
で
火

か
ら
お
ろ
し
、氷
水
で
冷
や
す
。

❸
❷
を
バ
ッ
ト
ま
た
は
タ
ッ
パ
ー
に
入
れ
、❶

と
レ
モ
ン
汁
を
加
え
て
軽
く
混
ぜ
、
冷
蔵
庫

で
１
時
間
以
上
冷
や
す（
一
晩
置
く
と
味
が

な
じ
む
）。

❹
器
に
、
マ
リ
ネ
液
と
と
も
に
彩
り
よ
く
盛
り

付
け
、仕
上
げ
に
ミ
ン
ト
を
飾
る
。

………

※
イ
チ
ゴ
や
バ
ナ
ナ
な
ど
、ふ
や
け
や
す
い
果

物
は
盛
り
付
け
る
直
前
に
加
え
る

作
り
方

マリネ液にはメープル
シロップのミネラルや
ポリフェノールがたく
さん含まれ、果物の
酵素も溶け込んでい
ます。残ったら水や炭
酸水で割って飲み切り
ましょう。

アクセスは
こちらから ▶︎




